
育なび.netのシステム

育なび.net

保育園
データ

保育所
空き状況
データ

医療機関
データ

防災・減災
データ

他

元データはExcel
RDFに変換

RDFストア

データ格納

SPARQLを発行

レスポンス

Webサーバ ブラウザ
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育なび.net

公園データ

広域避難場所データ 駐車場データ

健康遊具データ
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IMI共通語彙基盤
‐語彙の設計方針 ‐

 日本語の語彙とする

 意味や構造は明確になるようにする

 業界を越えての情報交換を可能にする

 用途に応じて適した物理形式によるデータ交換・共有が可能
とするため、特定の物理形式に依存しないようにする

 一部の項目を利用することや、項目を追加すること、他の語
彙との併用が可能となるようにする

 継承などにより、コア語彙など基本的な語彙を最大限活用で
きるようにする

 既存システムの変更をすることなしに、データ交換の際に利
用できるようにする

 順次導入が可能なようにする 26



IMI共通語彙基盤
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データ活用社会に向けて
‐いかに使えるデータを作るか ‐

• 組織のデータの現状
– ばらばらに管理
– ばらばらのフォーマット
– 相互のつながりの欠如

• なぜそうなのか
– 組織文化

• 部門主義
• データに関する無関心

– 硬直的なシステム
• 中央集権型システム
• 変化と多様性に対する非対応

• どうすればよいのか
– データに関する意識の向上

• Data is an asset
– システムに対する新しいアプローチ

• 変化と多様性に対応出来る仕組み
• 分散性

データとは
データ自身の

量（Volume）
変化の速度（Velocity）
多様性（Variety）

データ構造の
量（Volume）
変化の速度（Velocity）
多様性（Variety）

常にScaleすることを念頭
にしたシステム構築を!
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